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1ま え が き

近年 ,野菜の振興が進められているなかで,生産基盤の

改善と地力の維持が課題となっている。しかし,良質堆厩
肥の確保が困難となってきていることから,有機質資源と
して緑肥作物が重要視され,その効果が期待されている。
本県の高冷地など野菜産地では夏秋型あとの冬期休耕畑

を利用する緑1巴作物としてライムギがあり,そ の品種はベト

クーザに代表されるが,この品種は高冷地等においては耐寒

雪性が弱く問題であった。そのため,近年育成された外国導

入種を含めて数種の品種について検討した結果,ラ イムギ

の耐寒雪性と地域別適応性を明らかにすることができた。

2試 験 方 法

0)麦類耐寒雪性特性検定試験
1)試験年次 場所
① 昭和60～61年 岩手園試高冷地開発センター

(標高450れ )

② 昭和61年   岩手農試本場 (標高250れ )
2)耕種概要
① 播種期 岩手園試高冷地開発センター

60年 :9月 18日 ,61年 19月 20日

岩手農試本場 61年 :9月 25日

② 寒雪害程度基準による。
12)青刈ライムギ品種特性調査

1)試験年次
① 昭和55年 :岩手農試県北分場
② 昭和61年 :岩手農試本場,岩手園試高冷地開発

センター

2)耕 種概要 表 1の とおり

試験 場所
嬌種期
|(月 日,

播  薔  な ,xl収 rf HI(月  口)

3試 験 結 果

に)麦類耐寒雪特lta定試験
1)60年度播種の調査 : 岩手園試高冷地開発センタ
ーにおける60年度の根雪期間は135日で,平年に比べ16日

間長く,融雪時の湿害で雪腐病が多発,生育の回復も遅れ

た。 そのため,寒雪害の被害程度は大きく,越冬株歩合
も低かった。その中で標準ペトクーザに比べ,サムサンラ

ズは寒雪害程度指数25,越冬株歩合732%で耐寒雪性は最

も強かった。

表 2 61年播種の試験地別調査

t 10(谷 )サ ムサンラズ(採 )は 60年に触 本場で播種した自家鞭 である

2)61年度播種の試験地別調査を表 2に示した。各試
験場所とも試験実施年は融雪時の圃場排水も良好で湿害も

なく,その後の生育の回復も良好であった。

その結果,最も標高が高く,根雪期間の長い岩手園試高
冷地開発センターの成績は60年度播種同様にサムサシラズ

が寒雪害程度が軽く,越冬株歩合も
'07%で
高かった。次

いで,早春,ハルミドリ,春一番,エルボン等であった。

岩手農試本場は根雪期間の短いこともあって,越冬株歩
合も高く,79～ 98%の範囲であった。

岩手農試県北分場は根雪期間が平年に比べ21日 長かった

が標高(152π )が低いこともあって,越冬株歩合は,3～

県 ,し 分 場 ‐ 1 516/611
1  512晨 試 本 場

園拭高冷地

全面全層播

60●●×12“ (嬌幅 ,

今面今層描

表 : 耕種概要

524/61

施肥量 (10● もり)
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82%の範囲であった。
2)青刈ライムギ品種特性調査
1)岩手園試高冷地開発センター :供試圃物の中で最

間70日程度ではサムサシラズに比べ,耐寒雪性の劣るベト

クーザ,春一番程度の品種でも十分に生育が可能なことを

示している。

3)岩手農試県北分場 :根雪期間9'日程度では,各供
試品種とも遅刈り(6月 11日 )で 3ι /10α 以上の生草重

をあげた。

4 ま

ライムギ品種の耐寒雪性では,根雪期間70～ 140日 間の

越冬株歩合で,表 3のように強から弱の 5段階に分類した。

表 3 ライムギ品種の耐寒雪性
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トヽクーザ  ‐ 番  サムサシラズ サムサシラズ(採 )
図 1:地上部刈取り時期別収量
(昭6博農 園試高冷地開発センター圃場)

も気象条件のさびしい場所であるが,テムサシラズは寒雪

害程度も軽く,越冬株歩合も高いこともあって,越冬後の

生育も良好で供試品種の中で生草収量は最も高く,耐寒雪
程度が強いことを示している。

2)岩手農試本場 :根雪期間も短いこともあって,サ

1内の..種は耐寒雪性検定試餃で指線として使われているものであり 奨励品稼で よない.

その結果,地域適応性は根雪期間100日 以上ではサムサ

シラズ (生草重 4～ 6t/10α ),80～ 100日 ではベ トク
ーザ,早春,80日 以下ではキングライムギ,春一番,ハル

ミドリ(生草重 3～ 6ι /104)が適する。なお,サ ムサ

ンラズ導入種の自家採種は表 2に示すように耐寒雪性が劣

り,収量も低下している。

ライムギは他花受粉作物であり,強い自家不稔性をもっ

ているので,こ れを考慮して,採種圃場 (10α )の周囲は

大 ,′l通,牧草畑が主であったが,近郊で栽培されたライ

ムギの他品種が交雑したとも考えられる。また,サ ムサシ

ラズの生育過程で出穂から開花期にかけて倒伏が多かった。

そのため,未熟粒が多く,岩手園試高冷地開発センター圃

場では出芽勢が弱く,出芽しても越冬に耐えられる十分な

生育力γ尋られなかったことも越冬株が減少したと思われる。

この件について,種苗会社関係者の話では,サムサシラ

ズは一代雑種ではないとのことである。種苗会社でも,採

種の可能注について検討したが,異品種と容易に交雑し,
サムサシラズの特性が失われるためとの意見であった。

以上の理由から,ラ イムギの採種に当たっては, トウモ

ロ]シの策腫同様に十分な管理のもとに行う必要がある。
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図2 地上部収量 (昭和61播、農試木場圃場)

ムサシラズに比べ,ペ トクーザ,春一番が多収を示してい

る。

要するに,岩手園試高冷地開発センターのように根雪期

間が100日を越す地帯では,サムサシラズが適し,根雪期
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